
《や
ま
も
と
・さ
こ
ん
》

愛
知
県
豊
橋
市
出
身
。
１
９
８
２
年
７
月

９
日
生
ま
れ
。
４
４
歳
。
豊
橋
南
高
校
卒

業
、
南
山
大
学
。
１
１
歳
、
レ
ー
シ
ン
グ

キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ー
ト
。
１
９
歳
、
単
身
渡
欧
。

２
４
歳
、
当
時
日
本
人
最
年
少
Ｆ
１
ド
ラ

イ
バ
ー
デ
ビ
ュ
ー
。
３
０
歳
、
帰
国
後
、
医

療
介
護
福
祉
の
世
界
に
。
医
療
法
人
・社

会
福
祉
法
人
さ
わ
ら
び
グ
ル
ー
プ
の
統

括
本
部
長
就
任
。
２
０
１
９
年
第
２
５
回

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
（比
例
代
表
）に

自
民
党
公
認
で
立
候
補
し
、
落
選
。
２
０

２
１
年
第
４
９
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

（東
海
ブ
ロ
ッ
ク
比
例
代
表
）に
自
民
党
公

認
で
立
候
補
し
初
当
選
。
当
選
直
後
か

ら
、
合
成
燃
料
の
国
産
化
の
必
要
性
を

訴
え
、
３
年
以
内
に
日
本
初
の
実
証
プ
ラ

ン
ト
の
稼
動
を
実
現
し
た
。
ま
た
、
２
０

２
２
年
８
月
、
初
当
選
後
一
年
に
満
た
な

い
中
、
文
部
科
学
大
臣
政
務
官

兼

復
興

大
臣
政
務
官

に
異
例
の
抜
擢
。
科
学
技

術
・文
化
の
担
務
を
中
心
に
活
躍
。
２
０

２
４
年

第

５
０ 

回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

に
て
落
選
。
２
０
２
６
年
第
５
１
回
衆
議
院

議
員
総
選
挙
に
て
２
期
目
の
当
選
。
英
語
、

ス
ペ
イ
ン
語
を
話
す
マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
。
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７
月
１
７
日
を
会
期
末
と
す
る
第
２

２
１
回
特
別
国
会
も
最
終
盤
を
迎
え
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
日
本
の
将
来
を

左
右
す
る
「
副
首
都
法
案
」
が
７
月
１

５
日
の
衆
議
院
本
会
議
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
分

か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

《
副
首
都
法
案
と
は
》

正
式
名
称
は
「
国
家
社
会
機
能
継
続

性
確
保
施
策
及
び
副
首
都
の
整
備
に
係

る
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案
」
。

と
て
も
長
い
名
称
で
す
が
、
そ
の
目
的

は
明
快
で
す
。

首
都
直
下
地
震
や
富
士
山
噴
火
な
ど

に
よ
り
東
京
の
中
枢
機
能
が
停
止
し
た

場
合
に
備
え
、
行
政
機
能
な
ど
を
担
う

「
副
首
都
」
と
「
首
都
中
枢
機
能
代
替

地
域
」
を
整
備
す
る
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
法
案
の
価
値
は
有
事

へ
の
備
え
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
平

時
か
ら
地
方
へ
の
民
間
投
資
を
促
し
、

「
多
極
分
散
型
経
済
圏
」
を
形
成
す
る

こ
と
も
大
き
な
狙
い
で
す
。
ま
た
、
審

議
で
は
情
報
通
信
技
術
の
活
用
も
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。
災
害
時
に
は
庁
舎
だ

け
で
な
く
、
行
政
を
支
え
る
情
報
シ
ス

テ
ム
や
通
信
環
境
を
維
持
す
る
こ
と
も

不
可
欠
だ
か
ら
で
す
。

《
大
阪
都
構
想
と
の
違
い
》

「
大
阪
都
構
想
」
は
、
大
阪
の
二
重
行

政
を
解
消
す
る
た
め
の
地
方
制
度
改
革

で
し
た
。

一
方
、
今
回
の
法
案
は
、
日
本
全
体

の
危
機
管
理
体
制
を
強
化
し
、
経
済
や

行
政
機
能
を
分
散
す
る
国
政
レ
ベ
ル
の

制
度
で
す
。

現
在
、
大
阪
、
愛
知
（
名
古
屋
圏
）
、

福
岡
、
北
海
道
（
札
幌
）
な
ど
が
指
定

に
意
欲
を
示
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
制
度
は
特
定
地
域
の
利
益
を
競
う

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
全
体
の
安

全
保
障
と
持
続
的
な
成
長
に
つ
な
が
る

制
度
と
し
て
、
公
平
で
透
明
性
の
あ
る

運
用
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

《
指
定
地
域
に
期
待
さ
れ
る
役
割
と
今

後
の
課
題
》

指
定
地
域
に
は
、
大
き
く
二
つ
の
効

果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

第
一
に
、
「
国
の
お
墨
付
き
」
に
よ

り
民
間
投
資
を
呼
び
込
み
や
す
く
な
る

こ
と
で
す
。
法
案
に
は
規
制
緩
和
や
税

制
措
置
が
盛
り
込
ま
れ
、
企
業
が
Ｂ
Ｃ

Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
の
観
点
か
ら
本

社
機
能
や
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
移

転
・
分
散
す
る
後
押
し
と
な
り
ま
す
。

第
二
に
、
国
の
予
算
を
活
用
し
た
イ

ン
フ
ラ
整
備
が
進
み
、
防
災
力
と
地
域

経
済
の
強
化
に
つ
な
が
る
こ
と
で
す
。

候
補
地
の
強
み
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り

ま
す
。
大
阪
は
都
市
機
能
と
準
備
実
績
、

愛
知
は
日
本
最
大
の
も
の
づ
く
り
基
盤
、

福
岡
は
首
都
圏
と
の
同
時
被
災
リ
ス
ク

の
低
さ
が
強
み
で
す
。

一
方
で
、
平
時
か
ら
ど
こ
ま
で
機
能

を
分
散
さ
せ
る
の
か
と
い
う
実
効
性
や
、

「
結
論
あ
り
き
」
と
の
疑
念
を
招
か
な

い
客
観
的
で
透
明
性
の
高
い
選
定
基
準

の
確
立
が
今
後
の
課
題
で
す
。

 

《
東
三
河
が
担
う
「
支
え
る
力
」 

》

こ
の
議
論
は
、
東
三
河
に
と
っ
て
も

決
し
て
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

三
河
港
は
、
完
成
自
動
車
の
輸
入
台

数
・
金
額
で
３
３
年
連
続
日
本
一
、
輸

出
も
名
古
屋
港
に
次
ぐ
全
国
２
位
を
誇

り
ま
す
。
首
都
圏
の
港
湾
が
被
災
し
た

場
合
、
日
本
の
物
流
を
支
え
る
重
要
な

役
割
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
名
豊

道
路
は
津
波
の
影
響
を
受
け
に
く
い
高

架
構
造
で
三
河
港
と
直
結
し
て
お
り
、

有
事
の
輸
送
路
と
し
て
も
大
き
な
強
み

が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
田
原
市
は
全

国
有
数
の
農
業
産
出
額
を
誇
り
、
食
料

供
給
の
面
で
も
日
本
を
支
え
る
地
域
で

す
。

《
平
時
も
有
事
も
支
え
合
え
る
国
へ
》

一
方
で
、
東
三
河
自
身
も
南
海
ト
ラ

フ
地
震
へ
の
備
え
が
欠
か
せ
な
い
地
域

で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
「
代
替
拠
点
」

か
「
被
災
地
」
か
と
い
う
二
者
択
一
で

は
な
く
、
全
国
各
地
が
そ
れ
ぞ
れ
の
強

み
を
生
か
し
、
互
い
に
支
え
合
え
る
多

極
分
散
型
の
国
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

平
時
も
有
事
に
も
強
い
日
本
列
島
を

つ
く
る
た
め
、
こ
の
「
副
首
都
法
案
」

が
成
立
後
に
実
効
性
あ
る
運
用
に
向
け
、

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

衆
議
院
議
員

副
首
都
法
案
で
変
わ
る
日
本

一
極
集
中
か
ら
多
極
分
散
へ



資料解説
衆議院議員 山本左近

山本左近の政治活動を支えるサポーターを募集しています。地元の未来を共につくる仲間として、ぜひあなたのお力をお貸し
ください。また、ポスターを屋内外に掲示いただける方がいらっしゃいましたら、事務所までご連絡ください。

是非あなたのお力を貸してください

日本を再び世界一の国へ
出典：衆議院 議案本文情報 生成AIによって画像を作成
https://www.shugiin.go.jp/internet/itdb_gian.nsf/html/gian/honbun/houan/g21105004.htm

ミニ集会も引き続き継続し
て開催中。
７月２５日は杉山と東陵の
生涯学習センター。
７月２６日は、石巻生涯学
習センターにて開催予定で
す。
皆様のご参加、お待ちして
おります！

政府が窓口となる外交と別に、
自民党に各国大使や外交官の
皆さんをお招きし、積極的に
交流の機会を作っています。
自民党の国際局次長として、
幅広い地域の皆さんと積極的
にコミュニケーションを取っ
ています。海外経験が長いこ
と、英語やスペイン語が話せ
ること、何より元F1ドライ
バーの強みが活かせる分野の
一つです。

副首都構想について

開会中も土日は、地元で活動しています。気軽にイベントなどにお声かけください！

２月１８日から始まった第２２１回特別国会も７月１７日に１５０日目を迎えました。
２期目の当選をさせて頂いてから、走り続けてきた１５０日間。これまで活動を支えてくだ
さった皆様、山本左近ニュースを手に取り読んでくださった皆様に心から感謝申し上げます。
特に、朝の駅頭にて、通勤・通学中に、手に取ってくださり、本当に嬉しいです。
「勉強になった」「分かりやすかった」などお声かけいただき、皆さんに政治に関すること等
を少しでも分かりやすくお伝えできるよう、これからも積極的に発信し続けて参ります。

新しくなった豊橋の市民文化
会館にて開催された東三河部
芸能大会に出席しました。
歌舞伎の音楽である伝統的な
長唄から始まったプログラム
は、フラメンコもある東西幅
広い文化イベントでした。
演者さんの皆さんともお話し
させていただきました。

国会も最終盤となり、党本部
で開催される各部会や調査会
もラッシュの時期は終えまし
たが、継続して部会等に出席。
教育立国調査会に新たに設置
された「AI時代における人間
力プロジェクトチーム」の事
務局長代理に就任しました。

総理を本部長とし、全閣僚が参加する
強力な体制を構築します。
法施行後１年以内を目途に地域を指定し、
地方公共団体と協議を行います。

内閣総理大臣

（本部長）

国（全閣僚） 地方公共団体

官民が連携し良好な子育て環境を備え、
た魅力的な年を形成します。

規制緩和、交通網整備、国の行政機関
の移転を戦略的に実施します。

災害時に首都機能が停止するリスクを回
避し、経済格差と少子化を解消します。

日本経済を牽引する力と、東京の機能を代替する力の両立を目指します。
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